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未分化型腺癌の組織型を示す隆起型早期胃癌は少 く,単 発早期胃癌手術症例1,150例中10例であっ

た.性 別,占 居部位,深 達度は分化型腺癌の隆起型に比較 し,明 らかな差はないが,平 均年齢でやや

若い傾向にあった.

組織学的に隆起形態を 3型 に分類した。A:表 層粘膜の癌発育によるもの-6例 .B:表 層粘膜のみ

ならず,粘膜下層への癌浸潤を認めるもの-3例 .Ci粘 膜層より,粘膜下層での癌浸潤が著明である

も`少―-14/11. Aヤよsignet‐ring cell carcinoma(sig), Bは poorly differentiated edenocarcinoma

(por),Cは muconodurar adenocarcinoma(muc)がそれぞれ多い傾向にあった。予後は隆起型分化

型腺癌同様,良 好であった。

索引用語 :胃癌,降 起型早期胃癌,胃 未分化型腺癌

はじめに

近年胃診断学の進歩,集 団検診の普及により,早 期

胃癌の頻度は増加傾向にある。.さ らに臨床あるいは

基礎の立場からの多岐にわたる研究成果より,そ の全

貌が明らかになっている。病理面では,胃 癌の組織発

生が早期胃癌症例により検討されているのめ.臨 床面で

は,早 期胃癌の肉眼分類 として,陥 凹型早期胃癌は組

織学的に分化型および未分化型腺癌がともに認められ

るが,隆 起型早期胃癌は大部分が分化型であ り。ゆ,未

分化型腺癌はまれと考えられる316).著
者らは,未 分化

型腺癌を示す隆起型早期胃癌の10711について,臨 床病

理学的に検討した。

対象および方法

癌研究会附属病院外科で,1950年 より1980年までに

切除した単発早期胃癌症例は,1,150例であり,降 起型
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の I,IIaは189例(16.4%)であった。分化型腺癌は179

例,未 分化型腺癌は10例であった。年齢,性 ,占 居部

位,深 達度,隆 起の特徴について検討した。

結  果

1)頻 度

単発早期胃癌の手術例は1,150例であ り, I型 79例,

IIa型100例であった。組織型は,そ れぞれ分化型腺癌

の占める害J合は,99%,90%と たかく,未 分化型腺癌

を示す症421は10例 (5.6%)に すぎなかった (表 1).

未分化型腺癌を示す隆起型早期目癌の詳細は (表2)

に示す。

2)年 齢および性

分化型腺癌で I型 の平均年齢は61.4歳,IIa型 611

歳であったが,未分化型腺癌で IIa型は53.1歳であり,

やや年齢が低い傾向があった。性別については,分 化

型腺癌 I tt IIa型で男性の占める害J合は,そ れぞれ

63.3%,62.0%で あ り未分化化型腺痛でも同一の傾向

を認めた (表3).
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表 1 早 期胃癌症例 (単発例)1950～1980C.IH
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表4 病 変占居部位

M C

分化型lal三稔
未分化型lal三」

表 5 隆 起性早期癌に随伴するIIc

176歳 ♀ Stt sm  4.64歳 ♀ Sg

3.45ffi g sig. sm,

37例 (37.0%),C群 5例 (5.0%)で あった。未分化型

腺癌では,Itt A群 1例 ,IIa tt A群 4例 (44.4%),

M群 5例 (55.6%)で あった (表4).

4)肉 眼的特徴

分化型腺癌に比較し隆起病変の表面はビラン面を有

し,隆 起性病変に随伴して三カ月状にIIcを10例中 5

例に認めた。組織型は5例 中4例 がsig,1例 がporで

あった (表5, 図 1).

5)病 巣の大きさと深達度

分化型 I型では,2cm未 満は全例 m癌 であるが,2

cm以 上では大きさとともにsm癌 の頻度が増し,分化

型 IIa型では2cm未 満でもsm癌 を認め,大 きさとと

もにsm癌 の頻度は増加していた。未分化型では2cm

未満の2例 はm癌 であり.2cm以 上の8711では7711が

sm癌 であった (表6).

6)隆 起癌巣の浸潤形態による分類

組織学的に,粘 膜層粘膜下層での癌巣浸潤形態によ

り3型 に分類した (図2).AI癌 巣の隆起が主として

粘膜内癌によるもの (図3).B:粘 膜層粘膜下層に同

程度の癌巣浸潤を認めるもの (図4),C:粘 膜下層ヘ

の浸潤が著明であるもの(図5).Aと 分類したのは6

例であり,sig 4例 ,por 2例 であった。粘膜下層への
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表2 未 分化型を呈する隆期型早期胃癌 (11例 ,IIa

9例)

年齢 性 内眼型  占 居部位
々命行

組織型 深t度幣ツ

76♀ ェ

廻

4 5 n(― )

64♀ H a 螺

□

6 5

l l a ( 田1 5

76む I I a ( 田1 8 n(― )

64な m ぼ 布
506 m が 弱
4 5 ♀ m 国 如

34む m 剣 的 nal■l

52む 1 l a ( 園2 5

3 6谷 醜倒 的

表 3 年 齢,性

男 i 女

分化型fa骨匡稔
未分化型  I  n = 1

614

611

76

531

5029

62 28

0  1

6 3

3)病 変占居部位

胃癌取 り扱い規約のにより,占居部位を A,AMを A

群,MA,M,MCを M群 ,CM,Cを C群 とした。

分化型 I t t  A 群3 6 例( 4 5 6 % ) , M 群3 4 例( 4 3 . 0 % ) ,

C 群 9 例 ( 1 1 . 4 % ) , I I a  t t  A 群4 8 例( 4 8 . 0 % ) , M 群
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図 1 肉 眼型は IIa 組織型はsignet ring cell car‐

cinomaで IIaの後壁側にIIcが随伴していた.

表 6 病 巣の大きさと深達度

図2 隆 起癌巣の浸潤形態による分類

癌巣は粘膜内に限局.粘 膜筋板は保たれている.

症例数 組 織型

A ぇ
ま さ 敏 ビ 鍬  6
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図 3 同 一症例の組織像

癌細胞は腺管形成することなく粘液産生を認める。組

織型はsignet ring cell carciromaである。

癌巣は粘膜内のみならず,粘 膜筋板をこえ粘膜下層に

およぶ。

A

るのみで,粘 膜下層の癌細胞浸潤が著明で粘液結節を

形成 していた。

7)リ ンパ節転移 と予後

m癌 3例 ,sm癌 7例 のうち sm癌 の 2例 に リンパ節

転移を認めた。全例に治癒切除が行われ,予 後は良好

であ り全例 5年 以上生存している。

考  察

早期冒癌は1962年の全国集計では217例を認めた も

ののゆ,大 半が進行痛であった。20年後の1980年には

2,400例にまで増加し,早期胃癌の占める害J合は飛躍的

に増加した1l X線 診断学の向上,内 視鏡の改良,集 団

検診の普及によるところが大きく。,治 療面では内祝

鏡的治療法が可能 となったり.

早期胃癌の肉眼分類は胃癌取 り扱い規約のにより,

I隆起型,IIa表面隆起型,IIb表面平担型,IIC表 面陥
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浸潤は 3例 に認めた。Bと 分類したのは 3例 で,い ず

れもporであった。粘膜層のみならず,粘 膜下層への

浸潤も著明に認められた。Cと 分類 したのは 1例 であ

り,組 織型は mucで ,粘膜層に癌細胞をわずかに認め
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図 4 同 一症例の組織像

癌細胞が散在し線維増生をともなう。組織型はpoorly

direrentiated adenOcarcinOmaウ G凌)る。

癌巣は粘膜層にも認めるが,大 部分は粘膜下層で粘液

結節を形成する.

B

凹型,III陥凹型に分類されているがその性格は異なる。

特に早期胃癌における未分化型腺癌では陥凹型を示す

傾向にあるとされる。.隆 起型早期胃癌の うち未分化

型 腺 癌 の 占め る頻 度 は, 草 野 ら1 いは2 3 7 例中2 4 例

(100%)竹 下ら11)は77例中 6 all(51%)中澤ら121は84

例中 4例 (48%)で あったとし,崎 回らめの全国集計

では,隆 起型早期胃癌2,795例中の5.7%に 未分化型腺

癌を認めたとしている.宮本13),佐
野ら1つは未分化型腺

癌を示す隆起型早期胃癌はなかったとしており,早 期

胃癌で隆起型を示す未分化型腺癌はまれであると考え

らオしる。

粘膜表層内に発生した癌が隆起性病変に進展する過

程について,損 ら1"は実験胃癌の組織発生 と発育様式

か ら,粘 膜内の癌がポ リープ状に発育す るupward
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図 5 同 一症例の組織像

粘液結節内に大小不同の粘液産生著明な癌細胞を認め

る.組 織型はmucOnodular adenocarcinomaである。

C

釧

豊巌
イー字

かr

議
growth pattemと粘膜下層に浸潤増殖 し粘膜筋板を

挙上するdown ward growth patternとがあるとして

いる。一方,井口ら1ゆは癌浸潤の性格から粘膜下層への

浸潤形態を分析し,Super型 (表層拡大発育型)と Pen

型 (深部浸潤発育型)と の 2型 に分け,Pen型 の特徴

として肉眼的所見で膨隆した性格があらわれるとして

いる。そこで著者 らは発育増殖の方向と浸潤の程度 と

いう2つ の要素の結果から,隆 起性病変を形成すると

考え3型 に分類 した。A:表 層粘膜に存在する癌の発

育に伴い隆起を呈し,多 くはm癌 であり粘膜下層への

浸潤が軽微であるtype.B!表 層粘膜に癌を認めるう

え,粘 膜下層への浸潤が著明であり, これにより隆起

を呈するtypeとに分類 した。今回の検討では Aは 6

例で sig 4 1rll,por 2例であった。Bは 浸潤傾向の強い

typeであると考えられ, 3例 ともporであった.Cは

muc l例 であ り特殊型であると考えられた.ま た,深
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達度では,sigは n,porは smを 示す傾向があった.

分化型腺癌 と未分化型腺癌の組織発生からみた違に

ついて,中 村 らりは腺管形成を示す分化型腺癌は腸上

皮化生粘膜領域から発生し,腺 管形成のない未分化型

腺癌は胃固有粘膜領域から発生するとしている。さら

に未分化型徴小癌の表面上皮は腺頸部の消失によって

新生され難 しくなることともに,癌 細胞増殖は粘膜表

層にまで達 しビランを生じ易 くなるため1の,未 分化型

腺癌が隆起型を呈するのに不利であると考える。分化

型腺癌では腺管構造を保つため細胞間結合 も強 く胃液

などによる物理化学的作用に強 く被覆上皮 となりうる

が,未 分化型腺癌は無構造であり細胞間結合が弱いと

ともに深部方向への発育が早いことから1ゆ隆起型を示

し難 しいといえる。

著者らの検討では隆起を示す主病巣に接 して10例中

4例 に IIcを認めた。竹下ら11)はIないしIIaの末分化

型腺癌を示す隆起型早期胃癌で, 5例 中 3例 に隆起の

基部またはその周辺に IIc様の陥凹を認めたとし,草

野ら1いは隆起性で未分化型早期胃癌の内視鏡像の特徴

として大部分の症例で隆起の表面の一部に IIc様陥凹

がみられたとしている.こ れらは未分化型腺癌が本来

無構造であ り間質成分に乏しく脱落しやすいとい う特

徴を示 していると考える。

近年早期胃癌に対 して内視鏡的治療が行われ,特 に

隆起型早期癌が対象とされる場合が多いlり
.隆 起性病

変の中で未分化型腺癌よりなるものでは,隆 起性病変

に伴って IIcを認めることがあるので,そ の治療には

十分に留意すべきである。また未分化型腺癌像を示す

隆起型早期癌の多 くは sm癌 であ り,粘 膜下層に広範

に浸潤するために隆起型を呈する場合もある。 リ ンパ

節転移では sm癌 7例 中 2例 に認められたことなどか

ら,進 行癌に準 じた手術が必要であるといえる。

結  語

1.単 発早期胃癌症例で手術施行した1,150例中,未

分化型腺癌で隆起型を呈 した症例は10例にすぎず,隆

起型早期胃癌の5.6%で あった。

2.性 別,占 居部位,病 変の大きさと深達度について

分化型腺癌 と比較 して差はなかったが,未 分化型腺癌

で年齢の若い傾向にあった。

3.浸 潤形態により3亜 型に分類し,粘膜層での発育

によるものは sig,粘 膜下層への浸潤を認めるものは

porに 多い傾向があった。

4.予 後は隆起型分化型腺癌同様に良好であった。

稿を終えるにあたり,病 理組織診断に助言を載きました
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癌研究病理部加藤 洋 博士に感謝の意を表 します。本論文

の要旨は第26回日本消化器外科学会総会(札幌)において発

表した。
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